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「共苦」 被災地福島を訪問して 

                        2014年 9月 8日             

神戸国際キリスト教会  

牧師 岩村義雄 

 主題聖句: ローマ 8章 22節 「被造物がすべて今日まで，共にうめき，共に産みの苦しみを味

わっていることを，わたしたちは知っています」(『新共同訳』) 

 ＜序＞ 

 2014年 9月 2日，福島県双葉郡の浪江町，≪動画参照≫ 双葉町，大熊町，富岡町を訪問。

東北ボランティアに３.１１以降，43回目です。月にだいたい一度のペース。福島県浪江町からは

検問が厳しく，予め入村許可をとり，身分証明書を提示してから，防護服を着て，入りました。福島

県の気温は 17度。秋の気配であり，キリギリスの鳴き声はもうありませんでした。約 3年半にわた

り，人が人っ子一人住まなくなると，どうなるか廃墟と化した街並みを見ます。お店の看板，標識，

倒壊した家屋は地震で倒されたままです。海岸線は津波で襲われ，大きな船が生い茂った荒野

にぽつんぽつんと散在しています。家の前に牛の大きな糞がころがっています。ネズミが，酪農の

家の人が殺すのは忍びないと放置した豚が野生化して，人がいなくなった家に入り込み，めちゃく

ちゃにしています。被造物と言えば，双葉町，大熊町では人間はいません。したがって，地を這う

動物のうめきが耳に入りました。 

 

(1) 被造物のうめき 

 a. 被造物とは 

   [ギリシア語クティスィス]は「創造（創設）されたもの，被造物，造られたもの，世界，制

度」です。「神は彼らを祝福して言われた。『産めよ，増えよ，地に満ちて地を従わせよ。海の魚，

空の鳥，地の上を這う生き物をすべて支配せよ』」 (創世記 1:28)で述べられている「海の魚，空

の鳥，地の上を這う生き物」が含まれます。家畜,動物,獣です。広辞苑によると，「家畜」とは，“人

間に飼育される鳥獣。牛・馬・豚・鶏・犬の類”と定義されます。ちなみに創世記 1章 24節に「家

畜」[ヘブライ語 ベヘマー]が始めて登場する箇所では，まだ最初の人間が創造されていません。 

 

  b. 世話をする 

  「主なる神は人を連れて来て，エデンの園に住まわせ，人がそこを耕し，守るようにされた」 

 (創世記 2:15)。「耕し」（ヘブライ語 db'[;アーバド abad ＜仕える」の意＞），つまり耕作すること

から人類は始まりました。「守る」（シャーマル「見守る，救う，世話する」の意）ことを委ねられたわけ

ですから，里山を損なわずに，人が安らぐ環境を守る責任があります。 

 

  c. スチュワードシップの放棄 

 汚染，公害，自然破壊ではなく，被造物の生態 Ecologyを管理するのではなく，仕えるのです。

エコロジーの語源，“Eco-”はギリシャ語 oi=kojオイコス oikos「家・家庭・家計」に由来する接頭語。

Logyはギリシャ語 logos「言葉・言語」に由来。学問，研究をあらわす語につく接尾語です。アベ

https://www.youtube.com/watch?v=m1vdwhdKh90
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ルとカインの献げ物の内，農作物が神に受け入れられず，アベルの羊が認められました。当時は

肉を食べる習慣がなく，神が食べる分として捧げられたのです。牧畜が認められたわけですが，ノ

アの洪水審判の後，肉を食べることが許されるようになりました。血は命ですから，屠る際，血は地

に流すように命じられました。「ただし，その血は食べてはならず，水のように地面に注ぎ出さねば

ならない」 (申命記 12:16)。すべての生き物の命はその血であり，神の足台である大地に注ぐの

です。「主はこう言われる。天はわたしの王座，地はわが足台。あなたたちはどこに わたしのため

に神殿を建てうるか。何がわたしの安息の場となりうるか」 (イザヤ 66:1)。 

 福島原発の近くの地域では，震災後，酪農を営んでいた人々は強制的に退去を命じられまし

た。「地の上を這う生き物」を連れて逃げるわけにいかず，餌をたくさん残して逃げたのです。その

結果，家畜である牛，豚などは野生化して無人の地域を徘徊するようになりました。 

  

 (2) うめき 

  a.被造物のうめき 

 飼い主がいなくなった牛，豚，鶏は自分たちで餌を得なければなりません。空き巣や盗みがなさ

れないようにと，無人となった各家の前にはフェンスが張りめぐらされる以前のことです。動物は家

の玄関から畳や床の上に入り込みました。地震で破損した箇所からこじあけて侵入します。雨露を

しのぐためだったり，食品が残っているのを嗅ぎつけ，食糧をあさるのが目的です。イノシシは人

家に入りませんが，イノブタ[イノシシと豚の混血]は家の中にこじ開けて侵入します。イノブタはイノ

シシの 5倍の繁殖力があり，一頭が年間 20頭を出産しますから，捕らえるための箱わなをよく見

かけました。ちなみにイノシシ，イノブタは放射濃度が高く，食用にはなりません。留守宅をちらか

し，糞で家の中，周囲は臭くなっています。天井裏ではネズミが我が物顔に走り回ります。国が退

去させた住民に午前 9寺から午後 4時まで一日立ち入りを認めた時，わが家の変わりように人々

はへなへなと座り込んでしまいました。 

  b. 収穫物のうめき 

  年間 50 ミリシーベルト以上ある双葉町，第 1原発のある大熊町は帰宅できない地域です。年

に 15回しか立ち入りができません。通行証が必要です。2017年まで，国は除草，除染はしては

いけないとお達ししています。強制的に住めなくされた結果，北に隣接する南相馬市の仮設住宅

に一部の人たちは移住を余儀なくされました。私たちも浪江町の藤橋スクリーニング場で防護服を

脱ぎ，放射能付着の検査をしてから南相馬市の中心地原町に向かいました。福島県の米どころと

して県民が生き残るために福島県産の米が安全であることを全国に知らしめなければなりません。

福島原発から 20キロ離れた南相馬市で，除染作業をして本格的に米栽培を実験的に始めまし

た。しかし，今年 7月 15日には，実証栽培米には 1キロ当たり 100ベクレルを超えています。

(「福島民友 」2014年 7月 15日付)。つまり食べると被曝する放射性セシウムがあるということで

す。お百姓さんはあきらめきれず，うめいています。基準値を超えるとコメは売れないからです。 

 c.母親のうめき 

 「神はその嘆きを聞き，アブラハム，イサク，ヤコブとの契約を思い起こされた」 (出エジプト 2：

24)と書かれているように，エジプトの苦役を強いられているイスラエルの民の「うめき」を聞くように
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モーセに神は求めました。つまり，うめきに耳を傾ける感受性を喚起されたのです。 

 双葉郡の多くの方の仮設住宅がある南相馬市でも持っていった線量計の数値は高くなったり一

定ではありません。絶えず数字が変わるのは空気中に浮遊している放射線があるからです。27年

経たチェルノブイリ近辺では数値は変わりません。一方，日本では風が吹いたり，雨の降り始めに

は線量はあがります。富岡町では数字は振り切って計ることができない高線量でした。100万人に

ひとりと言われる小児性甲状線ガンにかかる子どもたちの数は 12人（2011年 6月）→43 人（2013

年 4月）→104 人（2014年 8月）と増えています。しかし，放射能との因果関係が認められないた

めに，障害賠償を受けることはできません。30キロ圏内でなくても，50キロ離れた地域でもセシウ

ムが 6倍です。（朝日新聞 2014年 7月 16日付）子どもは大人よりも 3倍の放射能の影響を受け

ると言われています。しかし，いわき市行政は子どもたちの給食に，風評被害払しょくのためと言い

含めるように，福島産のものを使うことを強要しようとしています。子どもの未来を思う母親たちは，

子どもの被ばくをとても心配しています。現地のうめきの生の声を聞くことができました。 

 

(3) 共生，共苦，苦縁 

 a.悔い改め 

 福島の母親たち，子どもたちは震災直後からむずかしいたくさんの決断を迫られてきました。原

発は平和利用ということでアメリカのキリスト教界から日本にもたらされました。ウイリアム・ポラード

[1911–1989]氏は，米国聖公会の司祭です。1944年にマンハッタン計画に参画，ウランから U-

235を抽出し，広島，長崎に用いました。1946年，ポラード司祭はオークリッジ原子力研究所所長

に就任しました。ポラード師は原子爆弾の反省から原子炉の平和利用を祈りました。やがて日本

のキリスト教主義学校に原発の平和利用の研究所が作られました。しかし，３.１１に平穏な生活，

生きがい，家族関係を裂く 1～3号機のメルトダウン(炉心溶融)が起こり，原子炉内は手のつけよう

がありません。人類の未来さえも破壊してしまうのが原発事故です。 

  まず，キリスト教界が原子力問題について悔い改める必要がございます。 

b. 感情移入 

  私たちはこれからも 54基が海岸線にある日本で生きていくつもりならば，研ぎ澄まされた感性

を問われています。福島県民は経済的ゆとりもなく，とどまり，そこで生活をしていかざるを得ませ

んでした。仮設住宅などにとどまった人たちは自死，離婚，家庭の分断にさらされています。一

方，退去などで他府県に移動した福島県の方々は行った先々で孤立，疎外，失業でやはり，自

死，離婚，家族の分裂が起きています。共に苦しむとは，自分自身の問題として，私たちが痛み，

苦しみ，抑圧に共感と共苦をすることが求められます。「また,群衆が飼い主のいない羊のように弱

り果て,打ちひしがれているのを見て,深く憐れまれた」 (マタイ 9:36)の「深く憐れまれた」（ギリシア

語エスプランクニスセー）は日本語に適切な言葉がなく，琉球のチムグルシー（胆苦しい）が一番

ふさわしいでしょう。「あなたがたは神に選ばれ，聖なる者とされ，愛されているのですから，憐れ

みの心 [スプランクナ]，慈愛 [オイクテルムー]，謙遜，柔和，寛容を身に着けなさい。」 の精神態

度が求められます。(コロサイ 3:12)。「あなたの民があなたに対して犯した罪，あなたに対する反

逆の罪のすべてを赦し，彼らを捕らえた者たちの前で，彼らに憐れみ [ラハミム]を施し，その人々

が彼らを憐れむようにしてください」 (Ⅰ列王 8:50)と旧約で書かれている憐れみ[ヘブライ語!j'r'
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ラハム racham「憐れみ，同情，子宮，胎」]も新約と同じです。 

 

 c. 共苦 

 主題聖句の文脈の 17節には，「もし子供であれば，相続人でもあります。神の相続人，しかもキ

リストと共同の相続人です。キリストと共に苦しむなら，共にその栄光をも受けるからです」 (ローマ 

8:17)と書かれています。うめきに「共苦」するキリスト者ならば，「共に苦しむ」 （sumpa,scw スムパ

スコー スン「su,n共に」＋pa,scw パスコー「苦しみを受ける，苦難を経験する」 参照 マタイ 

17:12, 使徒 1:3）ために，苦縁により，同じ兵庫県の丹波水害に出かけて行きます。ギリシア語

splagcni,z スプランクニッツォマイは英語で，have a compassion with～です。日本語にはない言

葉であり，琉球の言葉チムグルシー（胆苦しい）が一番適切な意味を持っている語です。日本人，

否，人類全体がチムグルシーの感性をもって，福島の被爆について共苦していきましょう。 

 

＜結論＞ 

 私たちの教会は，ひとりひとりが被災者に寄りそうスピリットが旺盛です。近隣の教会も協力的で

す。一緒に，東北ボランティアに赴きます。京都，大阪から参加されるだけでなく，沖縄，北海道か

らもいらっしゃいます。今朝，ご出席の祷友の中から，心に示された方はぜひ奨励後にお近づきく

ださい。怒り，苦しみ，くやしさで抑圧されている方に感情移入をなさってくださいます主に兄弟姉

妹に，引き続き，お祈りいただければ感謝です。 

 


